
母子世帯自立支援モデル事業実施要領  

1．事業目的  釧路市における被保護母子世帯について、世帯状況の調査分析を行い、適  

切な処遇のあり方や自立に要する支援策及び自立阻害要因の軽減策等を検  

討するとともに具体的な支援を講じながら、より効果的な自立助長策の構築  

に資していくことを目的とする。   

釧 路 市   

平成16年度から平成17年度の2ケ年   

本事業を実施するため、以下の組織を設置する。  

（1）ワーキンググループの設置   

① ワーキンググループは、学識経験者及び行政関係者からなる委員をも  

って構成する。   

② ワーキンググループは、必要に応じて関係者の参加を求め意見を聞く  

ことができる。   

③ ワーキンググループは、座長のほか必要な役員を置くこととし、役員  

については委員の互選とする。  

（2）母子世帯自立支援モデル事業担当（以下「事業担当」という。）の設置。  

① 事業担当は、釧路市保健福祉部生活福祉第1課・第2課（以下「両  

課」という。」の職員で構成する。  

② 事業担当は、前項に規程するワーキンググループの事務局を担当す  

るとともに両課の現業部門との連絡調整を行う。  

本事業は、釧路公立大学地域経済研究センターとの共同研究事業として実  

施し、次のことを行う。   

【1年目】   

① 世帯状況調査項目及び類型的整理の方法の検討。   

② 世帯状況調査の実施及び類型的整理。   

③ 類型的整理した客体に対する支援策及び適正な処遇方針の検討。   

④ 生保母子世帯に対するアンケート及び聞き取り調査。   

⑤ 報告書（中間）の作成。   

【2年目】   

① 具体的な支援の実践。   

② 実践した支援についての検証。   

③ 自立母子世帯に対するアンケート調査の実施。   

④ 自立母子世帯と被保護母子世帯の生活状況等比較。   

⑤ 当地域の課題整理と効果的な自立助長策の検討。   

⑥ 報告書（最終）の作成。  

この実施要領は、平成16年4月1日から施行する。  

2．実施主体   

3．事業期間   

4．実施組織  

5．実施方法  

附  則  
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母子世帯自立支援モデル事業ワーキンググループ設置要綱   

1，目  的   

釧路市における生活保護受給母子世帯について、社会的自立や社会参加を促すために必要な   

支援策や援助方法について検討するとともに、具体的に行った支援の結果について検証し、今   

後の効果的な自立助長策の構築に資していくことを目的とする。   

2．組織及び委員等   

母子世帯自立支援モデル事業を推進するため、次のとおり、ワーキンググループを設置する。   

① ワーキンググループは、学識経験者、福祉等関係団体及び庁内関係部局の職員を委員と  

して構成する。   

② ワーキンググループに、座長1名、副座長1名を置く。 なお、座長及び副座長の選出  

は委員の互選とする。  

③ 座長は、ワーキンググループを主宰し、会議の議長となる。 副座長は、座長を補佐し、  

座長に事故あるときは、その職務を代理する。  

3．事業内容  

ワーキンググループは事業の目的を達成するため、次の事業を行う。  

℡ 適切な処遇のあり方の検討  

② 自立に要する支援策の検討  

③ 自立阻害要因の軽減策の検討  

④ 支援結果の検証とより効果的な支援策の検討  

⑤ その他、本事業の目的を達成するために必要なこと  

4．会  議  

会議は、月1回程度開催することとし、座長が招集する。 なお、必要に応じて、関係機関   

等に参加を求めることができるものとする。  

5．事 務 局  

ワーキンググループの事務局は、釧路市保健福祉部生活福祉第1課・第2課内に置く。  

附則 この要綱は、平成16年9月27日から施行する。  
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母子世帯基礎データ入力項目  

No．   項  目   入力規則等   備  考   

口  ケース番号   事前入力済・検索時のみ使用  

2  世帯主カナ検索   検索時のみ使用  

田  世帯主名   事前入力済  

4  性別   事前入力済  

田  生年月日   事前入力済  

田  保護開始年月日   事前入力済  

巴  地区担当者番号   事前入力済  

8  地区担当者名   事前入力済  

9  前回更新年月日   自動更新  

主について   

10  過去の保護歴   必須  

皿  保護回数   過去の保護歴がありの場合その回数  

1．2  健康状態   必須  

四  母子となった形態   必須  

14  離婚原因   必須  

15  人格・行動   主に問題の場合、必須  

資格等   

16  運転免許   選択  

田  その他資格   必須  

18  ありの場合代表的な資格  その他資格がありの場合、必須  

19  最終学歴   必須  

出身世帯   

20  経済状態   必須  

21  生保受給   必須  

22  世帯の問題点   選択  

23  負債について   金額入力  

主の職歴（保護前、保護開始後、現在についてわかるものを全て入力）   

24  就労時期   必須  

25  職業種類   必須  

26  職業その他   職業種類がその他の場合、必須  

27  雇用形態   必須  

28  収入状況   必須  

29  就労状況   必須  

世帯員について   

30  世帯員   事前入力済  

団  性別   事前入力済  

32  続柄   事前入力済  

33  生年月日   事前入力済  

34  年齢   事前入力済  

田  子の状態   健康状態は必須、その他は該当を選択  

前夫について   

36  職業   必須  

団  人格・行動   選択  

田  養育費支払   必須  
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39  負債について   金額入力  

沈労阻害要因   

40 子の養育  選択  

牡  自身の疾病   選択  

42  自身の能力等   選択  

43  自身の障害   選択  

埜  自身の行動   選択  
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入力フォーム  
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